Study on weatherability of Thermoplastic Polyester Elastomer by 永井 靖隆 et al.
A-1・ ポ リ エ ス テ ル 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス トマ ー の 耐 候 性 の 評 価
(★1神 奈 川 大 理 ・★2青 島 化 工 学 院)永 井 靖 隆 ★10小 川







2.暴露方法:標 準屋外暴露(千 葉県銚子、沖縄県宮古島)、 促進耐候試
















暴露、促進耐候試験ともにエーテル結合に関与 しているプロ トンの ピーク
の積分値が減少傾向にあり、4.2ppm付近にエステルに関与 していると考
えられるプロ トンの ピークが新たに現れ、増加傾向にあった。これ までの
結果から、屋外暴露、促進耐候試験ともに、ポ リエーテル部分で酸化劣化
が選択的に起 き、エステルを生成 していると確認された。また、屋外暴露
と促進耐候試馬剣こよる劣化の違いを明らかにすることができた。すなわち、
屋外暴露では、分子鎖の切断が起 こりやすいと推定され、促進耐候試験で
は、高分子量の可溶および不溶成分が生成 していたことか ら、架橋反応が
起こりやすいと推定された。
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